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科学技術週間企画「一家に 1枚―鉱物」ポスターの制作：日本鉱物科学会の取り組
み
A poster ”Minerals for every home” (Ikka-ni-1-mai-koubutsu): Application, acceptance
and construction work by Japan Asso
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いわゆる「一家に 1枚」ポスターは，科学技術週間に科学に親しむための素材として文科省が制作し，全国の科学系
博物館・展示館で配布されるポスターで，2005年の「一家に 1枚―周期表」を皮切りにこれまで毎年発行されている．
2013年度のポスター企画は，2012年 6月に公募された．日本鉱物科学会は，この企画が公募制になった 2009年度以降，
日本地球惑星科学連合の教育問題検討委員会（当時）の意向を受ける形で，学会の教育普及委員会を中心に準備を進め
てきた．そして昨年 6月の公募に応じて企画採択にこぎつけ，本年 4月の科学技術週間に向け，ポスターおよびWEB配
信される補足説明資料の制作実務に当たってきた．ポスターは文科省予算で 20万枚以上が印刷され，およそ 3/5が博物
館等で科学技術週間を中心に配布，同じく 2/5が全国の小・中・高等学校に教育用に配布される．このように，「一家に 1
枚」ポスターは非常に波及効果の大きな普及活動といえるもので，今後も地球惑星科学のアウトリーチ活動として積極的
に活用したい企画ということが出来る．本講演では，日本鉱物科学会による「一家に 1枚―鉱物」ポスターの概要を解
説する．本ポスターは「地球と宇宙の宝物」という副題を持ち，博物学的に美しい鉱物を紹介するだけではなく，惑星
科学や生物学などとも関係した先端科学の研究題材であることを紹介する点が，特徴である．講演では，地球惑星科学
の他テーマをたてて本企画に応募する際の参考となるよう，企画採択までの取り組みをあわせて紹介したい．なお，本
ポスターは地惑連合大会期間中にも鉱物科学会ブースにて配布の予定である．
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